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研究成果の概要（和文）：本研究により、ピアノの模範演奏動画の視聴効果が高いことが判明した。1.初心者
が、間違えやすいリズムを正確に習得した。2.ピアノ経験年数を問わず、伴奏コードの正確な音を正確に理解で
きた。3.様々な伴奏型のアレンジ方法や終止形の習得ができた。ピアノの模範演奏動画は、練習方法のガイドラ
インを示すことができた。
すなわち、本研究の結果、ピアノのオンラインレッスンの基礎を構築できた。

研究成果の概要（英文）：This study revealed that the viewing effect of the model performance video 
of the piano was high. 1. A beginner has mastered a rhythm that is easy to make a mistake. 2. I was 
able to understand exactly the exact sound of the accompaniment chord, regardless of years of piano 
experience. 3. I was able to learn various accompaniment style arrangement methods and end styles. 
The model playing video of the piano was able to show the guidelines of the practice method.
In other words, as a result of this research, we were able to build the basis of online piano 
lessons.

研究分野：幼児教育、環境教育、生物学

キーワード： ピアノの模範演奏動画　ピアノのオンラインレッスン　幼児教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ピアノの模範演奏動画の視聴効果が高いことが判明した。
1.初心者が、間違えやすいリズムを正確に習得した。2.ピアノ経験年数を問わず、伴奏コードの正確な音を正確
に理解できた。3.様々な伴奏型のアレンジ方法や終止形の習得ができた。
本研究の結果、ピアノのオンラインレッスンの基礎を構築できた。ピアノレッスンは、対面授業が基本である
が、新型コロナ感染症の流行において、速やかにオンラインレッスンに移行できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年，eラーニングや ICTを様々に活用する音楽教育の実践が増えつつあり，それらの実践
報告や効果の検証がたびたび行われている。早い時期からのものでは小倉隆一郎による一連の
報告，研究がある。例えば 2005年という早い段階のものでは，TV電話を利用したリアルタイ
ム・ピアノレッスンの実験を行い，問題点として，①コスト，②教材作成などの負担の大きさ，
③画質・音質の粗さと音の遅れなどが明らかにされた(小倉,2005)。また，ミュージックラボラト
リーによるピアノの授業において初心者の自学自習を支援する一つの方策として PC ソフトウ
ェアの活用を検討した調査研究では，レッスン終了後に自分の演奏が正しかったかどうかの判
断が点数表示され合否が示されるレッスン判定機能がとりわけ有用であることが報告されてい
る(小倉,2010)。 
これらの一連の報告研究を眺めると，情報技術の進展とともに音楽教育の方法の可能性が広
がることが十分にうかがわれる一方で，それぞれの技術，手段に由来する限界など，いくつかの
問題も伴うことがわかる。もっとも，これらの調査研究における効果検証の方法は主に学生によ
る自由記述や質問紙調査であることから，実験や統計処理等の方法を用いた客観的な効果検証
によりその妥当性を補完していく必要がある。 
 2010年代になると，携帯電話などのモバイル端末を利用する音楽教育実践の調査研究報告
が目立ってくる。学生からの要望を踏まえ模範演奏のサンプル映像データをネット上にアップ
ロードした試みでは，学生アンケート結果から端末の画質・音質はこれらの学習目的に必要十分
であること，模範演奏の動画を提供することが学生の学習に有用であることが明らかになった
と結論された(小倉,2012)。こうした試みでは動画の演奏速度を変えられないなどの課題があっ
たが，最近の研究調査報告ではネットレッスンシステムの活用によりこうした課題が克服可能
であることが示されている(小倉,2014)。 
他にも中平らの 2010年の調査研究では，個別練習における ICTの二種類の活用の仕方（一
つは映像の撮影，自己演奏の振り返り，教師への提出という活用の仕方であり，もう一つは模範
演奏の閲覧という活用の仕方）によって学生の演奏能力向上に差が見られたことが示されてい
る(中平・赤羽・深見,2010)。2012年には同著者らがピアノ弾き歌い教育の質保証という観点か
ら，100人規模の学生を相手に授業を行うピアノ弾き歌い教育に対してＩＣＴを活用した教育デ
ザインを提唱しそれに基づいた実験を行い，模範演奏の閲覧は学生のイメージトレーニングの
一助となり表現力の向上に効果があるということ，模範演奏を自身の映像を比較した時に対面
指導では気づきにくい演奏状態の悪さに初めて気付くという利点があるということを研究結果
として示している(中平・赤羽・深見,2012)。 
本研究では，こうした諸先行調査研究を踏まえたうえで，特に保育者養成課程におけるＩＣ
Ｔを活用した音楽教育実践の方向性を，ニーズ調査に基づく改善案の構想，試み，その効果の検
証という一連の流れのなかで探っていく。応募者らは所属する大学で，すでに保育者養成課程に
おけるピアノ教育のニーズについての調査研究を行ったが，その結果として音楽教育プログラ
ムに対する学生のニーズが存在しその開発の必要性があること，また弾き歌いの模範演奏動画
に関して学生のニーズが最も高く最初に取り組むべき課題であることが明らかとなっている(小
栗ら,2016)。 
 
２．研究の目的 
①研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか 
本研究では、ニーズ調査を足がかりとし、保育者養成課程に特化したピアノの「模範演奏動画」
と「注釈付楽譜」の作成を行う予定である。「模範動画作成」と「注釈付楽譜」の作成について
は、すでに調査を始めていて、インターネットを通じての配信に関しては、、配信のための準備
が始まっている。また、注釈付楽譜については、基礎的な研究と実践が始まっており、初心者の
技量向上に寄与し始めている。今後、模範演奏動画を視聴したグループと未視聴のグループの間
で、曲目習得にどのような差がでるのかを比較・検討することで、その効果の検証をし、保育者
養成課程における音楽教育実践にとって eラーニングや ICTの活用が持つ意義を明らかにして
いく。 
 
②当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義 
 本研究では、模範演奏という出来上がった状態の映像だけでなく、曲を仕上げていくための途
中課程、例えば練習方法や運指のポイントなどを加えることと、初心者向けに楽典的な要素も取
り入れた「音楽の基礎力」を向上させる教材を取り入れるところに独創性がある。また、これら
の効果を科学的に検証し、保育者養成において、より効果的な音楽教育プログラムを開発するこ
とが、ピアノ初心者のレベル向上と本学学生全体の鍵盤楽器の技量を高めることに寄与するも
のと考えられる。 
 



 
 
３．研究の方法 
本実験では、ピアノの模範演奏動画の視聴効果を検討するために、無作為化統制群事後 テス
トデザインを用いた。本実験では事前テストを実施していないが、実験協力者の 14 名 は入学
前のピアノ技量テストにより、初心者クラスにクラス分けされており、その技量に 大差はない
と考えられる。これらの
実験協力者を、ランダム
に介入群と統制群に分類
し、 両群の差(被験者間
要因)を検討することデ
介入効果の評価をおこな
った。  
なお、無作為化では 
Excel2016 で疑似乱数を
発生させ、その順序に基
ヅいて群分けをおこなっ
た。また、統計解析には 
SPSS statistics 20 for 
Windows を使用した。 
題材となった曲を実
験協力者が知っていたか
否かによるバイアスを排
除するために、使用する
曲は第二著者ガオリジナ
ルデ作曲した。  
 
 
４．研究成果 
模範演奏動画は、単にその楽曲がどのようなメロディーやリずいムで構成されているかを知
る手段としてだけではなく、練習方法のガイドラインを示すという意味において大きな効果が
認められた。 
本研究により、ピアノの模範演奏動画の視聴効果が高いことが判明した。本研究を発展させ
ることにより、保育者養成課程の音楽教育の充実に寄与することが期待できる。 
本研究の成果をもとに、本学幼児教育科の、ピアノレッスンのオンラインレッスンを進めた。
以下にその成果を列挙する。 
①教員による模範演奏動画 

 

音楽教室割引券
25
6%

学内レッスン
84

20%

オンラインレッスン
25
6%

注釈付楽譜
79

18%

模範演奏動画
105
25%

採点アプリ
52

12%

特になし
57

13%



主にピアノ初心者に対し提供した。事前に配信することで、特に下記のような効果が見られ
た。 
1.初心者が間違えやすいリズムを正確に習得した 
2.ピアノ経験年数を問わず、伴奏コードの正確な音を正確に理解できた 
3.様々な伴奏型のアレンジ方法や終止形の習得 
 
また、オンラインレッスン内で学生に演奏の修正
を求める際にも、部分的な模範演奏動画を作成し提
供した。主に、紙面（楽譜の解説）や文字では伝わり
にくい音の繋げ方、リズムの違い、歌詞のはめこみ
方、テンポ感覚等の説明に役立った。 
 
②学生同士による演奏動画の相互鑑賞 
オンライン授業内で、他の学生の演奏動画やレッ
スン状況、教員のコメントを視聴できるように設定
した。学生は、自分と同じような条件（手の大きさや
経験年数の長さ等）を持つ他の学生の演奏動画を探
して閲覧し、教員による模範演奏動画と併せて自身
の自主練習の参考とした。授業時間外であってもい
つでも閲覧でき、また何度でも繰り返し視聴できる
ため、他の学生が教員から指摘された点などを予め
注意して自主練習に生かすことができている。 
 
③解説付き楽譜 
初心者クラスに対しては、必修課題曲全曲の解説
付き楽譜をひとつのファイルにまとめ、学生がいつ
でも閲覧できるよう配信した。内容は、 
1.右手（メロディー）の指使い 
2.運指の注意点（くぐり、ちぢめ、ひろげ等） 
3.色分けされた伴奏コード 
4.練習上の注意点 
 
④レッスン動画の公開 
本研究で作成したピアノレッスン動画の一部は、本学ホームページで公開している。 
https://www.sakushin-u.ac.jp/sjc/disclosure/page.php?id=627#cttl-inner 
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